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1. 福野地域の「新しい核となる拠点づくり」の提言実現に向けた、複合交

流施設の整備推進について（継続） 

福野地域提言実現検討組織の「拠点づくり」グループは、「福野地域の新しい

核となる拠点づくりの提言」として、ファブリカトヤマ跡地に「幼児から高齢者まで

が交流できる空間(賑わいの創出)を兼ね備えた複合交流施設」を建設する構想

案を検討しております。官民連携事業として、この構想案を基にし、福野地域の

発展、活性化を行政が主体となり強力に推進していただくことを要望します。 

（添付の構想（案）概要書を参照） 

 

2. 福野駅東西周辺の改善整備について（継続） 

福野駅の西側市営駐車場は狭く、駐車場への進入路は分かりにくい上に道幅

は狭く、利用者には大変使いにくい駐車場です。また、駐輪場は駐車場の奥にあ

り、利用者の安全面で使い勝手の悪い配置になっております。さらに駅東側は乗

客の出入り口がなく、福野高校への通学導線の不便さが問題になっております。

このような福野駅周辺の改善整備は、パークアンドライドに対応した駅前再開発

として早急に整備されることを要望します。 

 

3. 都市計画道路百町二日町線の早期整備について（継続） 

 ＪＲ城端線との立体交差区間の整備については、福野地域の最重要課題とし

て早期に事業化されるよう要望しているところです。 

富山県砺波土木センターにおいては、事前調査の予算が計上されているとの

ことですので、さらなる事業の伸展を要望します。 

 

 

 

 

H30-027-001
まちづくり推進係

H28-009-004
公園・河川係

R02-019-001
街路係



4. 準用河川清水川（上津地内）の補修について（継続） 

清水川は、１９５３年（昭和２８年）川崎橋上流で小矢部川堤防決壊による水害

後の復旧工事で完成し今日に至っております。 

下流合流点より３００ｍの区間は、石積護岸で崩壊や堤防法面の亀裂が広範

囲に広がっており、堤防の草刈り作業にも支障を来す状況です。 

（資料参照） 

 今回の要望では、下流合流点より３００メートルの範囲を堤防高さまでブロック積

として整備して頂きますよう要望します。 

 

5. 公共交通空白地域の解消について（新規） 

市内公共交通マップを概観すると、特定の地域の交通不便さが際立っており

ます。高瀬西及び福野東部地域がそれに該当し、当該地域の交通の利便性向

上を図ってもらえるよう要望します。 

（なんバスルート図への追加ルート案を参考に提案） 

 

6. 主要地方道福光福岡線整備促進について（新規） 

 本路線上で安居農村公園前から安居交流センター前の区間については、幅員

が特に狭隘であり、近年の急激な交通量の増大と、大型トラックの頻繁な通行に

より、普通自動車のすれ違いも厳しい状態です。さらに歩行者が身を避けるスペ

ースすらありません。交通安全上、非常に危険な状態であり、早急に改良整備を

要望します。 

 

H29-014-001
公園・河川係

R03-016-001
交通政策係

R03-016-002
道路建設係











空白地帯に追加路線(赤線)


